
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）第３回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。 

玉津学区の課題・活性化の方向性 

新しい人が住みたい、入りやす

いまちづくり 

○地区計画の検討や策定による住

宅団地の検討など執り利用の仕

組みの見直し 

○地域の生活慣行の見直し 

交流を活かした農業漁業が元気な

産業づくり 

○1次産業の６次産業化 

○赤野井湾再生プロジェクト 

 観光漁業、地産地消の促進 

 水運遺構の観光資源化 

○体験型観光 

 

赤野井湾を中心とした水の自然ネットワークの再生 

○赤野井湾再生プロジェクト 

○琵琶湖や河川など水の活用 

○植物・魚類の固有種の保護 

○琵琶湖や河川等の地域の水に対する関心を高める 

人のつながりが希薄化 親戚・近所づきあいの希薄化 

自己的な若者の増加 助けあいの精神が希薄化 

人と人のつながりの希薄化 

個人主義重視の社会風潮 

創っていこう、守っていこう、育てていこうという地域の連帯意識が希薄 

近所に商店等がなく、買物するところが無い 

飲食店の減少 

1 次産業（農業・漁業）の後継者不足 

農業志向の若者が少ない 

地域産業の衰退 

賑わいがない 

商売をやっていけない 

誰もが安全で安心に暮らせるまちづくり 

○公共交通サービスの確保 

○地区の安全・安心の確保 

伝統ある行事を伝え、みんなが共感できるまちづくり 

○伝統文化の後継者づくり 

○地区を越えた共同神事の検討 

○地区の歴史に根ざした地域文化の伝承 

○地域の魅力の発信・PR 

○若者が達成感を持てる行事へ 

○学区全体でのイベントの企画・開催 

 

高齢者の増加 若年層の流出 子どもの減少 

少子高齢化・人口減少 

集落内の道路の改修が必要 

車がないと移動しづらい 

憩える公園の整備が必要 

自動車の増加による事故の発生 

街灯が少なく、夜危険である 

生活環境の整備 

公共交通が不便 

調整区域で新しく住宅をつくれない、転入できない 

外来者は空き家、土地を買えない 

新旧住民が共存できる意識・環境が必要 

生活の中で交際費がウェイトを占める。 

派手な習慣は改善すべき 

外来者を受け入れる気持ちが必要 

古い伝統・習慣を押しつけられる負担感 

新しい住民が転入しにくい 

少子化で祭りごとや学区の行事に人が足りない 

地域行事への若者の参加が少ない。 

お祭りの参加者が減ってきた 神輿をかつぐ人がいない 

少子化で子どもが減少し、伝統文化が守れない 

自治会単位での活動（運動会など）がしにくくなっている。 

守山市内唯一の学区運動会の継続が難しくなっている。 

地域の伝統・行事・ 

活動の担い手不足 

里内の川に水が流れていない 

赤野井湾に外来水性植物が増殖 

赤野井湾の汚染 

圃場整備で田・道はよくなったが・・・ 

川や琵琶湖などの自然が失われている 


